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Extracting fair-weather data from atmospheric electric-field observations at Syowa 
Station, Antarctica 







たところ、1998 年 1 月 Vostok 基地で観測された日変化に整合的な結果が得られた。
また、オーロラサブストーム発生時に、大気電場と地磁気が同時に変動した例が認め
られた。 
Development of a model for ice core dating based on grain elongation 







Snow accumulation, melt, mass loss, and the near-surface ice temperature 











Visible and near-infrared spectral survey of Martian meteorites stored at the 
National Institute of Polar Research 










Inferred ultrahigh-temperature metamorphism of amphibolitized olivine granulite 
from the Sor Rondane Mountains, East Antarctica 










Distribution of Calanus species off Franz Josef Land (Arctic Barents Sea) 
Vladimir G. Dvoretsky 
2006年および 2007年の 8月に Franz Josef Land 諸島において Calanus 属カイアシ
類の空間分布を調査した。2006年は Calanus 属が動物プランクトン群集において現
存量と生物量でいずれも卓越していた。2007年には大西洋からの暖かい水の流入
の影響で 2006年に較べて現存量、生物量ともに低い値を示した。調査を通して C. 
glacialis が最も優占して出現し、2006年に全体の 95％、2007年には 60％を占めた。
C. finmarchicus と C. hyperboreusはコペポダイト幼生期の後半ステージ（CIV-CV）が
多く出現したのに対し、C. glacialisは前半のステージ（CI-CIII）が卓越していた。2006
年は Calanus属の生物量と平均水温の間に負の相関が見られたのに対し、2007年
には正の相関が認められた。Franz Josef Land 沖の Calanus属 3種の分布特性は
主に水温と水の循環パターンに関連付けられた。 
Direct PCR amplification of the 16S rRNA gene from single microbial cells isolated 
from an Antarctic iceberg using laser microdissection microscopy 









Survey of larval Euphausia superba lipid content along the western Antarctic 
Peninsula during late autumn 2006 
Jennifer Putland, Tracey Sutton 
2006年の晩秋（5-6月）に南極半島の西部沿岸海域においてナンキョクオキアミ
（Eupahusia superba）の幼生期（ファーシリア 4期と 6期）の調査を実施した。オキアミ
の幼生は 4つに区分した海域から採集し、乾燥重量と脂質含有量を推定した。4つ
の海域間における乾燥重量と脂質含有量には、統計的に有意な相違は見られなかっ
た。乾燥重量の平均（±SD）はファーシリア 6期が一個体あたり 1.51±0.32 mg、ファ
ーシリア 4期が 0.85±0.12 mgであった。乾燥重量あたりの脂質含有量の割合はファ
ーシリア 6期が 21.6±9.6%、ファーシリア 4期が 27.9±13.7%であった。 
Vegetation development and carbon storage on a glacier foreland in the High Arctic, 
Ny-Alesund, Svalbard 
Shinpei Yoshitake, Masaki Uchida, Toshiyuki Ohtsuka, Hiroshi Kanda, Hiroshi 





ープ間で異なっていた。また、鉱質土層 20 cm までの炭素蓄積量は遷移後期エリア
では 1.1−7.9 kg C m-2 であったが、本調査地のより深層には隆起海岸堆積物に由
来する炭素が多く含まれていることが考えられた。以上のことより、高緯度北極の氷
河後退域では植生や地質学的履歴が炭素蓄積量に影響すること、そして無視できな
い量の炭素が蓄積されていることが示された。  
